
ここがききたい！ 一般質問

問　
公
共
交
通
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に

つ
い
て
聞
く
。

　
①
公
共
交
通
を
大
事
に
す

る
と
い
う
市
の
方
針
が
あ
る

が
、
公
共
交
通
衰
退
の
大
き

な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
自
家

用
車
の
普
及
に
伴
う
市
内
の

渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
解
決
策
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い

て
、
市
民
が
十
分
理
解
で
き

る
た
め
の
説
明
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
①
こ
れ
ま
で
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
計
画
的
な
整
備

な
ど
の
ほ
か
、
バ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
・
拡
充
と
併

せ
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
る
な
ど
道
路
整
備
と
公

共
交
通
の
充
実
を
一
体
的
に

進
め
て
き
た
。

　
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

輸
送
力
に
優
れ
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

導
入
し
、
効
率
的
で
利
便
性

の
高
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
円
滑
な
交
通
の

確
保
に
取
り
組
む
。

　
②
L
R
T
に
つ
い
て
は
、

正
確
か
つ
最
新
の
情
報
を
説

明
し
、
直
接
、
意
見
交
換
を

行
い
質
問
な
ど
に
答
え
る
双

方
向
で
の
取
り
組
み
が
、
よ

り
一
層
の
理
解
促
進
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
、
こ
れ
ま

で
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や
説
明

会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
お

い
て
は
、
図
や
グ
ラ
フ
に
よ

る
情
報
提
供
、
映
像
な
ど
を

活
用
し
、
説
明
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
パ

ー
ス
画
な
ど
を
用
い
て
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
市
民
説
明

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

渋
滞
解
消
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ

十
分
な
市
民
理
解
の

方
策
は

山本 正人
（市民連合）

問　
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ

ー
地
区
の
公
益
施
設
用
地
の

活
用
に
つ
い
て
聞
く
。

　
①
日
増
し
に
発
展
し
、
人

口
が
増
え
て
い
る
当
該
地
区

で
は
児
童
数
も
急
増
し
て
い

る
。　

　
地
域
住
民
か
ら
も
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
新
た
な
小
学

校
の
建
設
が
必
要
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
②
人
口
増
加
に
見
合
っ
た

地
域
住
民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

も
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

施
設
用
地
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
。

答　
①
当
該
地
区
の
指
定
校

で
あ
る
清
原
中
央
小
学
校
の

児
童
数
は
今
後
も
急
激
な
増

加
が
見
込
ま
れ
、
学
校
規
模

が
二
倍
近
く
に
拡
大
す
る
状

況
に
あ
り
、
適
正
規
模
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
小
学
校
を
新
設
す
る
方

針
を
固
め
た
。

　
今
後
は
、
教
育
委
員
会
で

正
式
決
定
後
、
通
学
区
域
の

設
定
や
学
校
施
設
の
整
備
方

針
の
策
定
な
ど
小
学
校
建
設

に
向
け
た
必
要
な
手
続
き
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

て
い
く
。

　
②
現
時
点
で
は
小
学
校
用

地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

優
先
的
に
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
学
校
施
設
の
規
模
や

配
置
な
ど
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
く
な
か
で
、
地
域

活
動
に
も
活
用
で
き
る
用
地

や
機
能
に
つ

い
て
、
併
せ

て
検
討
し
て

い
く
。

人
口
が
急
増
す
る

清
原
地
区
に
新
た
な

小
学
校
建
設
を

岡本 芳明
（自民クラブ）

問　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
聞
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
速
達
性
と
定
時
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
駅

で
の
停
車
時
間
の
短
縮
が
課

題
で
あ
り
、
乗
車
方
式
を
検

討
し
解
決
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
。

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
採
用

し
て
い
る
信
用
乗
車
方
式

は
、
車
内
で
の
精
算
な
ど
が

な
い
こ
と
に
よ
り
、
定
時
性

や
速
達
性
の
向
上
に
大
変
有

効
で
あ
る
。

 

国
内
の
導
入
事
例
は
な

く
、
全
線
新
規
路
線
の
本
市

だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
で
き
る
乗

車
方
式
で
あ
り
、
導
入
に
向

け
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　
信
用
乗
車
方
式
は
、
駅

員
や
乗
務
員
に
よ
る
運
賃
の

収
受
な
ど
を
省
略
で
き
、
す

べ
て
の
扉
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に

乗
降
で
き
る
こ
と
か
ら
、
利

便
性
や
速
達
性
の
向
上
が
図

ら
れ
る
方
式
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
本
市
が
国
内
最
大
規

模
と
な
る
30
メ
ー
ト
ル
級
車

両
で
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
目

指
す
う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
面

や
運
行
面
に
お
い
て
大
変
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
確
実
な
運
賃
収
受
や
現
金

利
用
者
な
ど
へ
の
対
応
な

ど
、
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
芳
賀
町
や
宇
都
宮
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
、
宇
都

宮
I
C
カ
ー
ド
導
入
検
討
協

議
会
と
連
携
を
図
り
、
「
宇

都
宮
式
信
用

乗
車
」
の
実

現
に
向
け
検

討
を
進
め
て

い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

全
国
初
の
信

※
用
乗
車

方
式
導
入
を

熊本 和夫
（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
選
挙
へ
の
対
応
②
社
会
状

況
の
変
化
に
対
応
し
た
都
市
計
画

制
度
の
運
用
③
一
条
中
学
校
用
途

廃
止
予
定
地
の
利
活
用
④
駅
東
口

地
区
整
備
事
業
⑤
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
緊
急
対
策
等
へ
の
対
応

⑥
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
⑦
児
童
相
談
所

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
市
政
の
総

括
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決

意
）
②
農
業
政
策
（
特
色
あ
る
米

づ
く
り
、
宇
都
宮
産
農
産
物
の
輸

出
促
進
ほ
か
）
③
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

東
側
に
お
け
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
④
鬼
怒
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
活
用
⑤
天て

ん

棚だ
な

な
ど
地
域

の
文
化
遺
産
の
保
存
活
用

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
食
品
ロ
ス
削
減
②
地
域
医
療

③
安
全
・
安
心
な
食
材
④
太
陽
光

発
電
装
置
の
修
繕
補
助
⑤
市
内
に

在
住
す
る
外
国
人
の
生
活
環
境

⑥
川
の
駅
⑦
う
つ
の
み
や
の
観
光

4

▲ヨーロッパのＬＲＴ

※信用乗車方式･･･�運賃の支払いを利用者の責任にゆだね、駅員や乗務員による運賃の収受や乗車券の検札を省略する方式


